ワークシート「みんなに知ってもらいたい多様な性」
１　自分の性がそれぞれの要素のどのあたりにあるのかをイメージしてみましょう。(記入はしません。）
	　男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
	　　　　　　　　　　　　女

	　男　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　女

	　男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　女

	　男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　女


戸籍上の性：

こころの性：

好きになる性：

表現する性：

２【資料１・２】から、わかったことを書きましょう。
（人権リーフレットVOL.5「性の多様性について考えてみませんか」静岡県人権啓発センターより）

【資料１】レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダーの英語の４つの頭文字を

合わせた言葉です。ＬＧＢＴ以外にもアセクシュアル(無性愛)、クエスチョニング(自分自身の性自認や性的指向が揺れ動いている)、エックスジェンダー(セクシュアリティを決められないなどの人)などさまざまな人がいます。このような性のあり方が少数の人たちをひろく総称してＬＧＢＴと呼ぶこともあります。このリーフレットではＬＧＢＴという表現を使っています。
	性的指向
（好きになる性）
	性自認
（こころの性）

	Lesbian
	Gay
	Bisexual
	TransGender

	レズビアン
	ゲイ
	バイセクシュアル
	トランスジェンダー

	女性を好きになる女性
	男性を好きになる男性
	異性を好きになることもあれば同性を好きになることもある人
	からだの性とこころの性が一致しない人
性同一性障害者を含みます


　　　 　                                          
【資料２】日本人のおよそ５～８％(13人に1人くらい)がＬＧＢＴ等の性的少数者であると

いわれています。これは日本に多い名字のトップ６である、佐藤さん、鈴木さん、高橋さん、田中さん、渡辺さん、伊藤さんの合計人口の割合より多いと推測されます。しかし、これだけのＬＧＢＴの人がいると推測されるのに、実感としてそう感じなかったり、会ったことがなかったりという人がいるのはなぜでしょうか。それはＬＧＢＴの人々が「見えにくい」存在だからです。また周囲の人に知られることなく生活をしている人もいます。

３【資料３】から感じたことを書きましょう。
（人権リーフレットVOL.5「性の多様性について考えてみませんか」静岡県人権啓発センターより）


【資料３】ＬＧＢＴの人が、自分を素直に表現できず、隠して生活していくのはどうしてでしょうか。打ち明けたくてもできない雰囲気が、学校や職場などにあるかもしれません。「性別」は「男か女」、「好きになる性」は「異性」というのが「普通」で、これ以外は「普通ではない」という考え方が根強くあり、「普通ではないこと」は「間違っていること」「よくないこと」と思う風潮があります。周囲からいじめられたり、からかわれたりすることで自傷行為をしたり、うつ症状から自殺念慮(願望)を抱き、自殺につながることもあります。また、ＬＧＢＴに対する理解が進んでいないため、当事者が学校や職場でセクハラを受けたり、進学や就職活動の中で困難を感じるなど、不利益な扱いを受けたりすることも少なくありません。

　　　

4　今日からできることについて考えましょう。
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